
はじめに

伊豆諸島は伊豆・小笠原マリアナ島弧の中軸を
なす七島・硫黄島海嶺上に乗る島々である。2013
年11月に小笠原諸島西之島付近で火山活動と共
に姿を現した新島（2013年現在名称未決定）の
ように，活発に活動する火山からなる火山島群で，
いずれの島も第4紀（約200 万年前）以降の火山
活動で形成されている１）。また，島ごとに形成時
期が異なり，利島や御蔵島のように有史以来火山
活動がない島や，大島や三宅島のように近年も活
発な火山活動が行われている島など様々である。
八丈島においては，2つの火山から形成されてお
り，噴火年代の新しい八丈富士と噴火年代の古い
三原山からなる。三宅島以南の島は，黒潮の影響
を強く受けるため，一部の昆虫においては南西諸

島との関連性が示唆されている２）。
本報で本諸島の有剣膜翅類をハチ類とアリ類に

分けて取り扱う。ハチ類では研究史と 2011年，
2012年の最新の調査結果を踏まえたハチ相につ
いて論じ，アリ類では島嶼生物地理学的研究に焦
点を当てた知見を紹介する。なお本報では，大島
から神津島を北伊豆諸島とし，三宅島以南を南伊
豆諸島とする（大島から神津島までの5つの島を
北伊豆諸島，三宅島と御蔵島を中伊豆諸島，八丈
島以南を南伊豆諸島とする場合もある）。

有剣ハチ類

研究史および研究の現状
伊豆諸島の有剣類についての資料は多くない

が，古くは利島の調査３），東京都の文化財総合調
査での東京農業大学による昆虫相調査４～６），八丈
島におけるハナバチ類調査７）などが行われてき
た。その後，しばらく大きな進展が見られなかっ
たが，2010年に「東京都伊豆諸島のハチ目有剣
類」が著され，多くの新知見とともに有剣類の分
布状況が整理された８）。これらの調査結果から，
セイボウ上科の情報が大きく欠落している事が分
かる。例えば，セイボウ上科の中で，最も採集が
容易なアリガタバチ科だけを見ても，他の有剣類
と採集法が異なるためか標本の蓄積が不十分で，
記録はわずかに6種に留まっている８，９）。その他
のセイボウ上科の記録は，セイボウ科のミドリセ
イボウとアリモドキバチ科の E m b o l e m u s
hachijoensisの2種のみである８，10）。しかし，著者
の辻井が2011年から2012年にかけて行った調査
により，50種ほどの伊豆諸島初記録種が確認で
き，その内の7割以上がセイボウ上科の種であっ
た。また，アリ科を除く伊豆諸島の有剣類の種数
は200種を超えることが判明した（表1; 辻井，発
表準備中）。
以上，ここ数年でようやく伊豆諸島の有剣類相

の概要が明らかになってきた。ただし，船の就航
率などの問題で，利島，八丈小島，青ヶ島などは
相変わらず調査が不十分で，今後の調査で種数が
増えて行くことが予想される。
有剣ハチ相の特徴
伊豆諸島の有剣ハチ相は非常に単純で，ミズホ

ギングチやニジイロコハナバチなどの山地性の種
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も一部見られるが，基本的に本州の低地で広く見
られる体長 1cm程度の小型種が大半を占めてい
る。また，伊豆諸島にはスズメバチ科やマルハナ
バチ類に代表される大型の真社会性の有剣類が大
島以外では少なく，とりわけ，南伊豆諸島では真
社会性有剣類として，移入種であるセイヨウミツ
バチとアリ科のみが生息している（表2）。北伊
豆諸島最南端の神津島と南伊豆諸島最北端の三宅

島との間は，さほど離れていない距
離であるにも関わらず，三宅島以南
からスズメバチ・アシナガバチ類が
皆無となる理由は現状では不明であ
る。また，他の昆虫類では南西諸島
との関連性を示唆する種も少なくな
いが，有剣ハチ類ではそのような分
類群はほとんど確認できていない。
しかしながら，アカスジツチバチの
亜種であるホウザンツチバチ 1 1，1 2），
リュウキュウコオロギバチ，フジヤ
マコハキリバチ６）やハゴロモカマバ
チ 13）などの南方系とされる種の分布
は注目すべきであろう。
また，伊豆諸島固有の分類群とし

ては，ムナグロチビドロバチの八丈
島亜種が記載されている。前述のE.
hachijoensisも八丈島産の個体に基づ
いて記載されたが，その後本州でも
得られている。アリモドキバチ類に
関しては，雄はマレーゼトラップで
得られることがしばしばあるが，雌
は極めて稀なため，本州や南西諸島
も含めて分布や多様性の解明には多
くの課題を残している（三田，私
信）。
南西諸島の有剣ハチ類では，島の

面積と種数に正の相関があることが
示されている11）。伊豆諸島でも同様の
傾向があることが示唆されており８），
著者らの調査結果を加えてみてもこ
の傾向に大きな変化は認められなか
った。

アリ類

アリ相の形成過程
現在，日本で59属296種のアリが記録されてお

り，東京都から38属137種が得られている。そし
て，伊豆諸島からは9島に29属76種が記録され
ており，さらに小笠原諸島では23属49種が，火
山列島からは14属23種が知られている 15）。
日本周辺の北海道から沖縄までの80島のアリ

の分布資料を用いてクラスター分析を行なうと，
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表1 過去の記録も含めた伊豆諸島の各島の科ごとの有剣ハチ類の
種数（予報）

※ Takahashi（1991）のセイヨウミツバチ（目撃のみ）の記録を含む

表2 真社会性有剣ハチ類の分布

※目撃のみ（Takahashi，1991）
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伊豆諸島のアリ類は，本州，四国，九州周辺島嶼
のクラスターに含まれることから，基本的に本州
のアリ相に近似であることが分かる。一方，小笠原
諸島のアリ相とは大きく類似性が異なっている16，17）。
伊豆諸島のアリで，関東地方に見られない種が6
種存在する。フシナガムネボソアリは奄美諸島と
八丈島からのみ得られており，海流によって運ば
れたか，あるいは人為的に運び込まれたかであろ
う。イツツバアリ（御蔵島），ツヤシリアゲアリ
（八丈島），クロヒメアリ（八丈島），キイロオオ
シワアリ（大島，青ヶ島）の4種は沖縄から本州
太平洋岸に生息する分布パターンを示す種であ
り，海流等によって流れ着き定着した可能性が一
番考えられる。クロサクラアリは2013年に新種
として記載され 18），青ヶ島のみに知られて種であ

るが，青ヶ島で種形成がなされたとは思えない。
系統的に近似の種は，台湾やフィリピン等に南方
に見られる。
伊豆諸島の各島では，旧北区系の種が10-20%

の割合で見られる。これらの系統群は小笠原諸島
では全く見られない 15，19）。これらの旧北区系種は
本州からの侵入であろう。ただし，分散能力の高
いアリ類では，分布を説明するのに陸橋を想定す
る必要はない。例えば，東シナ海の陸域から沖合
100kmの地点で，エアープランクトンネットで昆
虫を採集した調査があるが，3日間の調査でアリ
の有翅虫が4種約200個体も採集された 20）。この
ようなことから，アリでは，本州の近くに位置す
る伊豆諸島では，本土からの直接的な飛来による
侵入，定着が十分に考えられる。
種多様性
面積の増加に伴い，そこに見られる生物種数が

一定の規則性を持って増加する種数と面積の関係
は，群集生態学の包括的な規則性の一つである。
伊豆諸島でも種数・面積関係が成り立ち，面積の
大きな島ほどより多くのアリが生息している16，21）。
伊豆諸島の面積あたりの種数は，琉球列島の種
数・面積関係と比較しても大きくは変わらない
（図1）。図1では北海道の島嶼は面積当たりの種
数が少なく，多様性が低く示されている。また，
サイパン島やグアム島ではさすがに大陸からの距
離の効果が効いて，やはり種数が少なく示されて

いる。
ところで，島のアリの種数が

面積以外の要因で決まる可能性
もある。アリの種数との関係を
幾つかの説明変量（島面積，島
の標高，高等植物種数，温量指
数，2タイプの隔離度指数）を用
いて，重回帰分析を行なったと
ころ，島面積そのものよりも，
植物種数との相関がより高く，
アリの種数を決定する最も重要
な要素となる結果が示された 1 6）

（図2）。植物種数をアリにとって
の環境の多様性と考えると，単
純に面積そのものよりも，環境
の多様性がアリの種数に影響を
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表3 伊豆諸島各島に生息するアリ類 15）

図1 種数・面積関係
■：伊豆諸島の島嶼，●：琉球列島の島嶼，A: 伊豆諸島の回帰直線，OG： 小
笠原諸島の回帰直線，△1-△5：北海道の島嶼，▲1：サイパン島，▲2：グア
ム島
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与えている可能性がある。
植生との関連
島は複数の植物群落が組み合わさって成立して

いる。植物種数がアリの種数に影響を与えるのな
らば，植物群落のタイプの数がアリの種数に影響
を与えるはずである。
利島で，植物社会学上の植物群集に見られるア

リの種数や多様度を測定してみた 21）。利島のアリ
は31種で，植物群落を増やして行くことで，種
数の増加を見ると図3のようになる。また，10タ
イプの植物群落から1つを取り除いた際のアリの
最低種数は27種となり，2つの植物群落を欠落さ
せることで示されるアリの最低種数は24種であ
った。取り除くと最低種数となる 2つの植生は
「ヤブツバキ植林」と「スダジイ・タブ萌芽林」
であった。つまり，利島のアリの種多様度に最も
影響を与えている植物群落は，意外なことに自然
植生ではなく，これらの二次植生およびそれに近

い植生であった。

現状の総括と今後の課題

有剣ハチ類では，今回の調査においてもミドリ
セイボウ（八丈島・八丈小島），コモンツチバチ
（三宅島・御蔵島），オオモンツチバチ（三宅島），
キンケハラナガツチバチ（八丈島），ヤマトルリ
ジガバチ（八丈島），セイヨウミツバチ（三宅島）
を括弧内の島で確認することが出来なかった。上
記の種は40～50年程前の記録４～６，14）で，それ以
降それらの島々で分布が確認されていないことか
ら，2008年までに絶滅した可能性が指摘されて
いる８）。また， 2012年の時点では，大島の弘法
浜にニッポンハナダカバチの大規模な集団営巣を
確認していたが，2013年には営巣を確認できな
かった。ツチバチ類など砂地を好む他のハチ類も
激減していたことから，2012年の調査以降に行
われた海浜の整備が原因で営巣地が消滅した可能
性が高い。本種のように良好な砂浜を好む生物
の生息環境は全国的にも減り続けていることか
ら，今後より一層の開発と環境保全の両立が求
められる。
コウチュウ目などでは海流分散による南西諸

島からの移入の可能性を示唆する種が少なから
ず存在するが，ツチバチやアリガタバチなどで
は海流分散の可能性があるものの，有剣ハチ類
の場合，大半の分類群は自ら分布を拡大したか，
人の移動に伴って運ばれてきた可能性が高い。
カマバチ科に関しては，寄主であるウンカ類の
飛翔に伴って長距離移動が可能であることが知
られており 22），他の分類群とは異なる方法で伊
豆諸島に定着した可能性もある。
南伊豆諸島に分布するドロバチ科やギングチ

バチ科などで斑紋が発達することが知られてい
るが，温度など環境要因の影響もあるかもしれ
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図２　重回帰分析の結果からアリの種
数を説明するパス・ダイヤグラム(path
diagram)
上段の数字は無変換データ，下段の

括弧内のものは対数変換データによる
解析結果の寄与率を示す。伊豆諸島の9
島に本州周辺の5島を加えた14島のデ
ータセットで解析。

図３　植生タイプの増加とアリの種数増加のパターン
上方のグラフはアリの種数の多い植物群落の順に並べたも
の，下方のグラフは種数の少ない順に並べたもの。植物群
落の配列は10!通りで3,628,800通り存在するが，それら全
てがこの上方と下方のグラフの間に存在するはずである。

種
　
数

植物群落の組み合わせ数
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ない。三宅島で確認されているアカスジツチバチ
も斑紋の点からすると琉球亜種であるホウザンツ
チバチに該当するが，今後改めて検討する必要が
あろう 11，12）。
アリ類では，現在研究の基礎となる分布資料が

ある程度揃っている状況にある。よって今後の研
究課題として，伊豆諸島を使っての島嶼生物地理
学的研究や，保全生態学的研究を進めて行くこと
ができよう。島嶼生物地理学的研究では，種の侵
入や絶滅，種分化，群集構造の変化や安定性，多
様性のパターン抽出などの研究が可能であるし，
保全生態学的研究では，種や生態系の保護や保全
を目指した研究が可能であろう。
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